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A. 教育目標 

４年までに学んだ微分積分の考え方を、多変数の関数へ拡張・適用することを学ぶ。専門科目にお

ける数学の活用において，数学的表現に含まれる意味を理解した上で数学的処理ができるようになる

ことを到達目標とする。 

 

B. 概要 

複素数を変数とする関数については第4学年で基本的な性質を学んだが，ここでは複素積分を中心

に更に詳しい内容について触れる。正則関数の積分について，コーシーの積分定理およびコーシーの

積分公式を中心とした複素関数の積分の理論を学び，特異点をもつ関数の級数展開や留数定理につ

いて触れ，最後に実数の積分への応用について学ぶ。 

 

C. 学習上の留意点 

新しい概念を習得するためには演習問題を数多くこなし，しかもその問題の数学的意味を考えること

が重要である。どの分野においても，幾何学的なイメージを作ることは理解を容易にする。また，学習

している内容がどのような場面で応用されているかを参考図書等で自ら調べることも大切である。 

 

D. 評価方法 

試験(80％)，演習・レポート等(20％)にて評価する。 

 

E. 授業内容 

授業項目 時間 内     容 
教 育 

プ ロ グ ラ ム 

複 素 関 数 （ 複 素 積

分） 

3 

3 

 

4 

 

4 

[計 14] 

第 4 学年で学んだ複素関数についての復習。 

複素積分の定義を理解し，具体的な計算ができる。 

複素積分の絶対値を不等式によって評価することができる。 

コーシーの積分定理の内容を理解し，積分路の変形などの

応用ができる。 

コーシーの積分公式を理解し，公式の運用ができる。 

A-1 

（後期中間試験）             2   

複 素 関 数 （ 複 素 積

分・続き） 

4 

 

4 

 

 

4 

 

2 

[計１4] 

無限級数の収束・発散の定義を理解し，べき級数の収束半

径を求めることができる。 

テイラー展開とローラン展開の定義を理解し，与えられた関

数の展開を求めることができる。留数定理について理解でき

る。 

留数定理を用いた複素積分が計算できる。複素積分の性質

を実積分に応用することができる。 

演習 

A-1 



授業項目 時間 内     容 
教 育 

プ ロ グ ラ ム 

 （学年末試験） 

◆自学自習 
・ 予習復習 

・ 演習課題 

小テスト・定期試験の

準備 

15 自学自習時間として，日常の授業のための予習復習時間，理解を

深めるための演習課題の考察・解法の時間および小テストや定期

試験の準備のための勉強時間を総合して 30 時間と考えている． 

A-1 

 

F. 関連科目 

4 年までの数学・応用数学、応用物理 

 

旭川高専 2010 


